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（ 本 文 ）  

【 は じ め に 】  

脊 柱 変 形 の 歴 史 は 外 傷 や 結 核 な ど に 始 ま り 、

重 篤 で 難 治 な 病 態 と し て 記 載 さ れ て い た 27) 。

1700 年 に は 立 っ て 働 く 人 の 職 業 病 と し て 腰 曲 が

り が 報 告 さ れ て い る も の の 、 立 位 で 無 理 が か

か っ た 腎 臓 痛 や 胃 下 垂 が 原 因 の 姿 勢 変 化 と 考

え ら れ て い た 22) 。 近 年 、 平 均 寿 命 の 上 昇 と と

も に 、 活 動 的 な 高 齢 者 が 増 え る こ と で 、 脊 柱

変 形 は 新 た に 注 目 さ れ る 病 態 へ と 変 化 し て い

る 。  

当 教 室 で は 1980 年 代 よ り 、 中 高 齢 者 に 多 い 腰 曲

が り に 注 目 し て 、 疫 学 的 フ ィ ー ル ド ワ ー ク や

基 礎 研 究 を 積 み 重 ね て き た 。 そ の 中 で 、 特 に

農 業 に 従 事 す る 女 性 に 多 く 、 高 度 の 脊 椎 変 性

所 見 、 骨 粗 鬆 化 と 腰 背 筋 萎 縮 を 特 徴 と し た 腰

椎 の 後 弯 化 を 、 腰 椎 変 性 後 弯 （ Lumbar degenerative 

kyphosis 、 LDK ） と し て 分 類 し 、 そ の 病 態 に つ い て

報 告 し て き た 6,8,26-28 ） 。 最 近 で は 同 じ く LDK の 発

生 が 多 い 韓 国 か ら も 報 告 が 増 え 、 LDK の 竹 光 分
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類 と し て 一 般 化 し て い る （ 図 1 ） 9,19) 。 そ の 中

で 、 腰 椎 後 弯 に 対 し て 代 償 機 転 が 働 く 竹 光 タ

イ プ １ − ２ LDK に 比 べ て 、 竹 光 タ イ プ ３ LDK で は

代 償 機 転 が 破 綻 し て 臨 床 的 に 直 立 歩 行 や 仰 臥

位 を と る こ と が 困 難 と な る 。 竹 光 タ イ プ ４ LDK

の 全 脊 柱 後 弯 に な る と 、 臨 床 症 状 の 悪 化 と と

も に 、 矯 正 固 定 術 な ど の 治 療 成 績 も 悪 化 す る

た め 、 こ の 変 形 に 至 る 前 に 治 療 、 予 防 的 介 入

が 重 要 と な る 14,29) 。  

こ れ ら の LDK 研 究 に 当 た り 、 北 海 道 内 で 比 較 的

人 口 移 動 の 少 な い 農 業 ・ 酪 農 業 地 区 に 着 目 し

て 、 芽 室 町 、 富 良 野 市 、 遠 軽 町 、 旭 川 市 な ど

で 住 民 脊 柱 検 診 を 行 い 、 初 回 に は 計 500 名 以 上

の 参 加 者 に 対 し て 全 脊 柱 X 線 像 撮 影 、 下 肢 長

尺 X 線 撮 影 や 各 整 形 外 科 疾 患 の ス コ ア 評 価 等

を 行 っ た 24 ） 。 1997 年 以 降 は 初 回 検 診 受 診 者 を

追 跡 調 査 （ Asahikawa observational study of Spinal Aging in 

Prospective cohort 、  ASAP study1 ） ） し て お り 、 LDK に 引 き

続 き 、 腰 椎 変 性 側 弯 、 腰 椎 変 性 辷 り 症 な ど 中

高 齢 者 に 多 く み ら れ る 腰 椎 変 性 疾 患 と 脊 柱 矢

 



 

 

20 × 20 

状 面 ア ラ イ メ ン ト の 関 係 に つ い て も 、 横 断 的

、 縦 断 的 な 解 析 を 進 め て い る 。 本 シ ン ポ ジ ウ

ム で は 、 現 在 進 行 中 の ASAP study の 中 か ら 、 こ れ

ま で に 得 ら れ た 知 見 に つ い て 簡 単 に ま と め て

み た い 。  
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【 ASAP study の 概 要 】  

現 在 は 毎 年 2 月 頃 に 地 域 病 院 と 役 場 の 全 面 協

力 に よ り 住 民 検 診 を 行 っ て い る 。 検 診 方 法 は

、 医 師 に よ る 直 接 診 察 、 各 種 疾 患 評 価 （ 日 整

会 腰 痛 ス コ ア 、 Roland-Morris 質 問 票 ほ か ） 、 既 往

歴 、 職 業 歴 や 生 活 習 慣 に 関 す る 調 査 、 理 学 療

法 士 に よ る 体 幹 筋 力 や 可 動 域 測 定 、 下 肢 代 償

を 少 な く す る た め 膝 伸 展 位 に よ る 立 位 姿 勢 で

の 全 脊 柱 X 線 撮 影 、 体 表 か ら の 姿 勢 や 歩 行 の

評 価 な ど で あ る 。 全 脊 柱 X 線 像 で は 、 上 位 胸

椎 の 計 測 が 不 正 確 な こ と か ら 、 T4 − T12 胸 椎 後

弯 角 、 L1-5 腰 椎 前 弯 角 、 L5/S 椎 間 角 、 仙 骨 傾 斜 角

（ SS ） 、 Pelvic incidence （ PI ） 、 脊 柱 矢 状 面 バ ラ ン

ス （ C7-SVA ） の 計 測 と 、 Lawrence 分 類 III 度 以 上 （ 明

ら か な 椎 間 狭 小 化 と 骨 棘 形 成 ） の 変 性 椎 間 板

数 、 脊 椎 圧 迫 骨 折 数 な ど も 記 録 し た （ 図 2 ）

。  
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I. 農 作 業 と 脊 柱 変 性 の 関 係  

LDK の 発 生 が 農 業 、 酪 農 業 の 従 事 者 に 多 く 、 中

で も 女 性 の 罹 患 率 が 高 い こ と か ら 、 労 働 負 荷

と 脊 柱 変 性 の 関 係 に つ い て 調 査 し た 。 10 年 以

上 経 過 観 察 出 来 た 40 歳 以 上 の 男 女 100 名 （ 男 性

30 名 、 女 性 70 名 ） に お い て 、 農 業 従 事 の 有 無

と 、 脊 柱 変 性 の 変 化 を 検 討 し た 。  

【 研 究 概 要 】  

初 回 調 査 時 年 齢 は 平 均 61.8 ± 8.8 歳 、 最 終 観 察 時

年 齢 は 平 均 72.7 ± 8.2 歳 で 、 経 過 観 察 期 間 は 平 均

11.7 ± 0.82 年 で あ っ た 。 農 作 業 の 有 無 に 関 し て 、

男 性 は 農 作 業 あ り が 初 回 24 名 （ 80 ％ ） か ら 、

最 終 17 名 （ 57 ％ ） へ 減 少 、 女 性 で は 農 作 業 あ

り が 初 回 49 名 （ 70 ％ ） か ら 最 終 20 名 （ 29 ％ ）

へ 減 少 し て い た 。 男 性 は 対 象 が 少 な い た め 、

最 終 観 察 時 に 農 業 を 行 っ て い な か っ た 13 名 （

無 職 11 名 、 公 園 整 備 業 1 名 、 ホ ー ム 入 所 1 名

） と 、 農 作 業 を 継 続 し て い た 17 名 （ 畑 作 12 名

、 酪 農 4 名 、 半 農 半 労 1 名 ） の 間 で 比 較 し 、

女 性 で は 初 回 か ら 農 作 業 を 行 っ て い な い 15 名
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（ 主 婦 9 名 、 調 理 ・ 軽 作 業 4 名 、 ホ ー ム 入 所

2 名 ） と 農 作 業 を 継 続 し て い た 15 名 （ 畑 作 14

名 、 酪 農 1 名 ） の 間 で 比 較 し た 。 経 過 観 察 中

の 各 計 測 項 目 の 推 移 を み る と 、 胸 椎 後 弯 角 、

変 性 椎 間 板 数 、 圧 迫 骨 折 数 、 日 整 会 腰 痛 ス コ

ア に は 差 を 認 め ず 、 農 作 業 を 継 続 し て い た 女

性 は 農 作 業 の な い 女 性 に 比 べ て 腰 椎 前 弯 が 有

意 に 減 少 し て い た （ 表 １ ） 。  

【 考 察 】  

Glisanz ら は 、 女 性 の 椎 体 断 面 積 が 同 体 重 の 男 性

の 約 80 ％ と 小 さ い た め 、 同 じ 負 荷 が か か っ て

も 、 女 性 の 椎 体 応 力 が 約 30 ％ 大 き く な る と 報

告 し て い る 5 ） 。 こ の た め 男 女 で 同 じ 労 働 負

荷 が か か る と 仮 定 し た 場 合 に は 、 女 性 で 脊 椎

変 性 が 進 行 し や す い と 考 え ら れ る 。 骨 性 支 持

に 関 し て 、 Ebbesen ら は 女 性 の 椎 体 体 積 が 小 さ い

た め 、 同 じ 骨 密 度 の 男 性 の 椎 体 よ り も 最 大 破

断 強 度 が 小 さ い と 述 べ て い る 3 ） 。 筋 の 支 持

性 で も 、 筋 作 用 点 ま で の moment-arm が 女 性 で 小 さ

い た め 、 筋 負 荷 が 増 大 し や す く 10 ） 、 ま た 男
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性 で は 腰 背 筋 の タ イ プ １ 筋 線 維 と タ イ プ 2 筋

線 維 の 太 さ が 同 程 度 で あ る が 、 女 性 で は タ イ

プ 2 筋 線 維 が 特 に 細 い た め 、 挙 上 作 業 な ど 体

幹 を 大 き く 素 早 く 動 か す タ イ プ の 動 作 に は 不

利 と 考 え ら れ る 21 ） 。 我 々 の 調 査 で は 、 農 閑

期 の な い 酪 農 従 事 者 の 方 が 、 年 間 の 腰 椎 前 屈

作 業 時 間 が 3000 時 間 を 超 え る 重 労 働 が 多 く 、 ま

た 機 械 化 の 難 し い 中 小 規 模 農 家 に お い て も 労

働 負 担 が 大 き い 結 果 で あ っ た 11 ） 。 農 業 、 酪

農 業 な ど の 重 労 働 に お い て は 、 長 期 間 に 渡 っ

て 就 労 を 継 続 で き る よ う 、 ま た 就 労 中 や そ の

後 も 含 め て 脊 柱 変 性 か ら く る 要 医 療 状 態 を 少

し で も 減 少 さ せ る た め 、 特 に 女 性 へ の 産 業 医

学 的 配 慮 が 必 要 と 考 え ら れ た 。  
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II. 骨 粗 鬆 症 と 脊 柱 変 形  

変 性 後 弯 を 呈 す る 女 性 に お い て 骨 粗 鬆 化 も 進

行 し て い る こ と か ら 28 ） 、 骨 粗 鬆 症 と 脊 柱 矢

状 面 ア ラ イ メ ン ト の 関 係 を み る 目 的 で 、 脊 椎

圧 迫 骨 折 の 有 無 に よ る 脊 柱 姿 勢 変 化 を 調 査 し

た 。 対 象 は 初 回 検 診 時 の X 線 像 に て 脊 椎 圧 迫

骨 折 を 認 め な か っ た 女 性 144 名 と し 、 8 年 以 上

の 経 過 観 察 で 骨 折 の 有 無 を 判 定 し 、 脊 柱 矢 状

面 ア ラ イ メ ン ト の 変 化 を 検 討 し た 。  

【 研 究 概 要 】  

骨 折 の 判 定 に は 定 量 法 （ 日 本 骨 代 謝 学 会 基 準

） と 半 定 量 法 （ Genant ら 4 ） ） を 用 い て 、 T4-L5

椎 体 レ ベ ル で 計 測 し た 。 対 象 の 初 診 時 年 齢 は

平 均 54.7 歳 、 平 均 観 察 期 間 は 12.1 年 で あ り 、 観 察

期 間 中 に 17 例 、 36 椎 体 に 新 た な 骨 折 を 認 め た

。 1 椎 体 の み の 骨 折 は 11 例 、 2 椎 体 以 上 の 骨

折 例 は 6 例 で あ り 、 骨 折 の な い 正 常 例 、 骨 折

が 1 椎 体 の み の 例 、 2 椎 体 以 上 の 例 の 3 群 間

で 比 較 す る と 、 脊 柱 後 弯 角 （ T4-12 増 加 角 ＋ L1-5

減 少 角 ） 、 C7-SVA と も に 、 1 椎 体 骨 折 例 は 正 常
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例 と 有 意 差 な く 、 2 椎 体 以 上 の 骨 折 群 で 有 意

に 脊 柱 後 弯 化 を 認 め た （ 図 3 ） 。 C7- 、 T4-L5- SVA

を 縦 に 並 べ た グ ラ フ で 脊 柱 矢 状 面 ア ラ イ メ ン

ト を み る と 、 1 椎 体 骨 折 例 で は 初 回 と 最 終 検

診 間 の 差 が 小 さ い の に 比 べ て 、 2 椎 体 以 上 の

骨 折 例 で は 、 最 終 検 診 時 に 胸 腰 椎 移 行 部 を 中

心 に 後 弯 化 が 明 ら か で あ る （ 図 4 ） 。 骨 折 椎

高 位 と 矢 状 面 ア ラ イ メ ン ト の 関 係 で は 、 L3-5 の

下 位 腰 痛 に 骨 折 の あ っ た ３ 例 は 、 よ り 頭 側 の

み の 骨 折 例 よ り 矢 状 面 ア ラ イ メ ン ト の 前 方 化

が 有 意 に 大 き い 結 果 で あ っ た （ C7-SVA ： L3-5 骨 折

あ り 111.0mm 、 L3-5 骨 折 な し  35.3mm 、 p ＝ 0.0323 ） 。  

【 考 察 】  

脊 椎 圧 迫 骨 折 は 、 1 カ 所 に 発 生 す る と 、 次 の

骨 折 の リ ス ク が 4 ～ 5 倍 に 、 2 カ 所 に 発 生 す

る と 次 の 骨 折 の リ ス ク が 約 12 倍 に 上 昇 す る た

め 、 い わ ゆ る 脊 椎 骨 折 の 連 鎖 が 懸 念 さ れ る 16

） 。 こ の 脊 椎 骨 折 の 連 鎖 に 関 し て は 、 脊 柱 矢

状 面 ア ラ イ メ ン ト の 変 化 や 、 椎 体 骨 稜 の micro

－ fracture 、 骨 密 度 よ り も 骨 質 の 変 化 に よ る 骨 折
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リ ス ク な ど が 原 因 と し て 挙 げ ら れ る 。 矢 状 面

ア ラ イ メ ン ト に 関 し て は 、 1 カ 所 の 脊 椎 圧 迫

骨 折 に よ り 、 平 均 16 度 の 局 所 後 弯 2 ） と 、 平

均 8.7mm の 椎 体 高 減 少 20 ） を 生 じ る と 報 告 さ れ

て い る 。 我 々 の 結 果 で は 1 カ 所 の 骨 折 に よ る

局 所 ア ラ イ メ ン ト の 変 化 は 、 隣 接 す る 椎 間 板

等 で の 代 償 機 転 が 働 く こ と で 、 全 脊 柱 ア ラ イ

メ ン ト と し て は ほ ぼ 正 常 範 囲 に 維 持 さ れ る こ

と が わ か っ た 。 脊 椎 圧 迫 骨 折 が 1 カ 所 の 段 階

で 、 局 所 後 弯 や 椎 体 高 の 矯 正 を 行 う こ と で 、

骨 折 連 鎖 の 抑 制 が 期 待 で き る が 、 現 在 の 椎 体

内 治 療 （ vertebroplasty 、 kyphoplasty な ど ） で は 、 局 所

後 弯 矯 正 率 が 平 均 90 ％ 程 度 7 ） 、 椎 体 高 矯 正

率 が 平 均 40 ％ 程 度 20 ） と 正 常 ま で の 回 復 は 難

し く 、 術 後 も 脊 柱 起 立 筋 へ の ス ト レ ス が 55-200

％ 高 い 状 態 が 継 続 し て い る た め 23 ） 、 隣 接 椎

体 骨 折 の 予 防 効 果 も ま だ 不 十 分 な 現 状 で あ る

。 脊 椎 骨 折 の 連 鎖 を 止 め る た め に は 、 出 来 る

こ と な ら 初 発 骨 折 を 起 こ す 前 に 治 療 介 入 を 開

始 す る こ と が 重 要 で あ り 、 そ の た め に は 一 般

 



 

 

20 × 20 

住 民 へ の 原 発 性 骨 粗 鬆 症 の 啓 蒙 と と も に 、 他

科 医 師 と も 協 力 し て 、 特 に 脊 椎 で の 骨 量 減 少

が 早 い ス テ ロ イ ド 性 骨 粗 鬆 症 な ど の ガ イ ド ラ

イ ン 準 拠 を 進 め る な ど 、 広 く 対 策 が 必 要 と 考

え ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

20 × 20 

III. 標 準 的 な 中 高 齢 者 脊 柱 姿 勢  

生 理 的 脊 柱 弯 曲 は 青 壮 年 期 を 通 じ て あ ま り 大

き な 変 化 が な く 経 過 し た 後 、 60 歳 頃 か ら 変 性

変 化 が 進 行 し 、 そ れ に 伴 い 胸 椎 後 弯 や 腰 椎 前

弯 の ば ら つ き が 大 き く な る 18) 。 年 齢 毎 の 脊 柱

弯 曲 度 を 調 査 し た 結 果 で も 平 均 値 の 標 準 偏 差

が 大 き く 、 平 均 値 自 体 に は 正 常 標 準 と し て の

意 味 が な い こ と が 指 摘 さ れ て い る 30) 。 脊 柱 矢

状 面 ア ラ イ メ ン ト の 異 常 を 評 価 す る た め に 、

基 と な る 正 常 値 が 存 在 し な い こ と か ら 、 胸 椎

と 腰 椎 の 弯 曲 や 骨 盤 形 状 が バ ラ ン ス の 取 れ た

関 係 か 、 体 重 心 線 に 当 た る 矢 状 面 バ ラ ン ス が

良 好 か 、 な ど の 指 標 で 評 価 す る 必 要 が あ る 。

そ こ で 、 中 高 齢 成 人 100 名 に お い て 、 脊 柱 矢 状

面 弯 曲 の 経 年 変 化 の 特 徴 を 調 査 し 、 そ の 中 か

ら 標 準 的 ア ラ イ メ ン ト の 指 標 を 探 っ て み た 13)

。  

【 研 究 概 要 】  

平 均 年 齢 62.0 歳 （ 50-84 歳 ） の 男 女 100 名 を 、 平 均

12.0 年 （ 10-14 年 ） 経 過 観 察 し 、 そ の 間 の 脊 柱 矢
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状 面 ア ラ イ メ ン ト と 変 性 所 見 の 各 項 目 の 変 化

を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 T4-12 角 は 初 回 25.4 ° か ら

最 終 28.2 ° 、 L1-5 角 は 初 回 29.0 ° か ら 最 終 21.4 ° 、 SS

角 は 初 回 34.6 ° か ら 最 終 27.1 ° 、 C7-SVA は 初 回 後 方

8.8mm か ら 最 終 前 方 10.1mm と 変 化 し た 。 変 性 椎 間

板 数 は 初 回 平 均 4.0 カ 所 か ら 最 終 7.3 カ 所 へ 増 加

し 、 圧 迫 骨 折 数 は 初 回 平 均 0.3 椎 か ら 最 終 1.0 椎

へ 増 加 し た 。 矢 状 面 の 項 目 中 で は 、 胸 椎 に 比

べ て 腰 椎 前 弯 の 減 少 が 大 き い 特 徴 が あ り 、 他

家 の 報 告 通 り 、 中 高 齢 者 の 脊 柱 変 性 で は 腰 椎

前 弯 の 減 少 が 一 次 変 化 で あ る こ と が 示 さ れ た

。 そ こ で 本 研 究 の 対 象 者 の う ち 腰 椎 前 弯 の 変

化 が 5 ° 未 満 と 安 定 し て い た 34 例 の 胸 椎 - 腰

椎 - 仙 骨 ア ラ イ メ ン ト を 、 congruent （ 至 適 ） な

ア ラ イ メ ン ト と 定 義 し 、 そ の 関 係 を 検 討 し た

。  

至 適 脊 柱 ア ラ イ メ ン ト を 呈 す る 例 の 初 回 X 線

像 に お い て 腰 椎 前 弯 角 と 矢 状 面 各 項 目 と の 関

係 を み る と 、 仙 骨 傾 斜 角 が 最 も 良 く 相 関 す る

項 目 で あ り （ 相 関 係 数 0.94 、 危 険 率 ＜ 0.0001 ） 、
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仙 骨 傾 斜 が 0 度 の と き に 腰 椎 前 弯 も 0 度 と 仮

定 す る と 、 L1-5 ＝ 0.8 × SS 、 と い う 関 係 式 が 導 か

れ た 。 こ の 腰 椎 前 弯 角 が 仙 骨 傾 斜 角 の 80 ％ の

角 度 で あ る 関 係 が 調 査 コ ホ ー ト に お け る

congruent lumbopelvic alignment と 考 え ら れ た 。  

【 考 察 】  

中 高 齢 者 の 腰 椎 手 術 に お い て は 、 変 性 に よ り

減 少 し た 腰 椎 前 弯 角 を 正 常 に 戻 す 場 合 が 多 い

が 、 各 年 代 の 腰 椎 前 弯 角 の 平 均 値 が 正 常 値 で

は な い た め 、 そ の 他 の 指 標 を 用 い て 症 例 毎 に

脊 柱 矢 状 面 ア ラ イ メ ン ト を 決 定 す る 必 要 が あ

る 。 仙 骨 骨 盤 ア ラ イ メ ン ト の 脊 椎 側 へ の 接 点

が S1 上 終 板 で あ る こ と か ら 、 仙 骨 傾 斜 が 腰 椎

ア ラ イ メ ン ト と 強 い 相 関 を 示 す の は 明 ら か で

あ る が 、 こ れ ま で 同 様 に 調 査 さ れ た L1-5 と SS

の 関 係 は 、 調 査 対 象 の 年 齢 、 地 域 に よ り 異 な

る （ 表 2 ） 。  

実 際 の 治 療 で は 、 術 後 の 脊 柱 矢 状 面 バ ラ ン ス

に 注 目 す る 報 告 が 多 く 、 Scoliosis research society (SRS) で

も C7 椎 体 中 央 か ら の 垂 線 が 仙 骨 岬 の 前 後 20mm 以
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内 を 通 る も の を 良 い バ ラ ン ス と 定 義 し た 。 一

般 的 に は C7-SVA が 25 ～ 35mm 以 下 、 腰 椎 に 限 る と

L1-SVA が 35mm 以 下 の 矢 状 面 バ ラ ン ス を 目 標 に 術 前

計 画 を 行 い 12) 、 ま た 仙 骨 - 骨 盤 形 態 に 合 わ せ

て 腰 椎 前 弯 角 を 形 成 す る こ と で 良 好 な congruity

が 得 ら れ る と 考 え ら れ る 。 至 適 脊 柱 ア ラ イ メ

ン ト に 関 す る 研 究 で は 、 脊 椎 固 定 術 後 の 隣 接

椎 間 障 害 の 発 生 率 を 調 査 す る モ デ ル が 多 い が

、 住 民 検 診 で の 脊 椎 変 性 の 長 期 観 察 モ デ ル も

国 内 外 で 増 加 し て お り 、 今 後 さ ら に 研 究 が 進

む 分 野 の 一 つ と 考 え ら れ る 17) 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

20 × 20 

【 お わ り に 】  

旭 川 医 大 整 形 外 科 学 教 室 で 長 年 に 渡 り 継 続 さ

れ て い る 脊 椎 検 診 か ら 、 特 に 最 近 の 追 跡 調 査

の 成 果 に つ い て ま と め た 。 10 年 以 上 の 農 業 継

続 と 脊 椎 変 性 所 見 、 脊 椎 圧 迫 骨 折 発 生 前 後 の

矢 状 面 ア ラ イ メ ン ト 変 化 、 中 高 齢 者 で 長 期 間

安 定 し 変 化 の 少 な い 至 適 脊 柱 矢 状 面 ア ラ イ メ

ン ト の 検 討 な ど 、 い ず れ も 長 期 縦 断 研 究 に よ

り 初 め て 解 析 が 可 能 で あ る 。 今 回 あ げ た 以 外

に も 、 腰 椎 変 性 辷 り 症 1) 、 腰 椎 変 性 側 弯 症 の

初 期 病 態 に 関 す る 報 告 や 15) 、 椎 間 板 変 性 、 腰

背 筋 力 な ど と 脊 柱 弯 曲 の 関 係 な ど 25) 、 多 面 的

に 脊 椎 変 性 の 病 態 解 明 に 取 り 組 ん で お り 、 今

後 も 、 関 係 各 機 関 と 協 力 し な が ら 、 研 究 を 続

け て い き た い 。  
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図 表 タ イ ト ル ・ 説 明 文  

表 1 ） 男 女 別 に み た 農 作 業 と 脊 柱 変 性 所 見 の

関 係  

 

表 2 ） 至 適 腰 仙 椎 ア ラ イ メ ン ト に 関 す る 報 告  

 

図 1 ） 腰 椎 変 性 後 弯 （ LDK) の 竹 光 分 類 . C7-L5 SVA

に よ る 矢 状 面 再 構 築 で の 比 較  

 

図 2 ） 全 脊 柱 立 位 X 線 に よ る 矢 状 面 ア ラ イ メ

ン ト の 評 価 方 法  

T4 椎 体 上 数 板 と T12 椎 体 下 終 板 の な す 角 を T4-12

胸 椎 後 弯 角 、 L1 椎 体 上 終 板 と L5 椎 体 下 終 板 の

な す 角 を L1-5 腰 椎 前 弯 角 、 C7 椎 体 後 上 縁 を 通 る

鉛 直 線 と S1 椎 体 後 上 縁 と の 水 平 距 離 を C7-SVA （

C7 鉛 直 線 が 仙 骨 よ り 前 方 を 通 る 場 合 を 正 ） と

し た 。 Sacral slope (SS) は S1 上 終 板 と 水 平 性 の な す 角

と し た 。 Pelvic incidence (PI) は 大 腿 骨 頭 中 心 と 仙 骨 上

終 板 中 点 を 結 ぶ 線 と 仙 骨 上 終 板 の 垂 線 と の な

す 角 を 計 測 し た 。  
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図 3 ） 脊 椎 圧 迫 骨 折 と 脊 柱 後 弯 角 、 矢 状 面 バ

ラ ン ス の 変 化  

 

図 4 ） 脊 椎 圧 迫 骨 折 と 脊 柱 矢 状 面 ア ラ イ メ ン

ト の 変 化  
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T12 
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図1）腰椎変性後弯（LDK)の竹光分類. C7-L5 SVAによる矢状面再構築での比較 
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C7-SVA 
図２）全脊柱立位X線による矢状面アライメントの評価方法． 
T4椎体上数板とT12椎体下終板のなす角をT4-12胸椎後弯角、L1椎体上終板とL5椎体下終板 
のなす角をL1-5腰椎前弯角、C7椎体後上縁を通る鉛直線とS1椎体後上縁との水平距離をC7-SVA（C7鉛直線が仙骨より前方を通る場合を正）とした。 
Sacral slope (SS)はS1上終板と水平性のなす角とした。 
Pelvic incidence (PI)は大腿骨頭中心と仙骨上終板中点を結ぶ線と仙骨上終板の垂線とのなす角を計測した。 

PI 
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   男性   女性   

        農作業          農作業    

      あり     なし   （P値）        あり   なし （P値） 

初診時年齢（歳）     56.5   60.8 (ns)       55.3  57.9  (ns) 

T4-12角変化（度）     +3.9    +3.9  (ns)              +1.7     +2.7    (ns)   

L1-5角変化（度）    －5.6   －7.9  (ns)     －14.5  －5.0    (0.0036) 

変性椎間板数（個）        +3.3        +2.9   (ns)              +3.5     +2.5    (ns)  

脊椎圧迫骨折数（個）     +0.3        +0.1   (ns)              +0.7     +1.1    (ns) 

最終JOAスコア（点）        2.0          1.8    (ns)                1.8       1.8    (ns)   

表1）男女別にみた農作業と脊柱変性所見の関係 
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図3）脊椎圧迫骨折と脊柱後弯角、矢状面バランスの変化 
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至適腰仙椎関係  調査年齢（歳） 調査国 報告者（年） 

L1-5＝1.0×SS      20－29  フランス Stagnaraら（1982）  

L1-5＝0.9×SS  平均 39  米国 Jacksonら（2000）      

L1-5＝0.8×SS  平均 46  米国 Jacksonら（2000） 

L1-5＝0.8×SS  平均 76  米国 Hammerbergら（2003） 

L1-5＝0.8×SS  平均 62  日本 小林ら（本調査、2004） 

表2）至適腰仙椎アライメントに関する報告 
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